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令和４年５月３１日（火）に、「ジェンダード・イノベーション研究支援事業成果報告会」
を開催しました。

男女共同参画推進室では、令和３年度より新たな取組として、静岡大学が中心となっ
て新しいジェンダード・イノベーション（＝ジェンダーを無視しない科学・技術開発）を創
出し、女性研究者の新しい活躍の場の創出と企業等との連携を推進するため、ジェン
タード・イノベーション研究を実施する者に対して支援を行っています。

今回は、昨年度支援により研究を実施した３名の研究者からの研究成果の報告があ
りました。成果報告会は、オンラインで開催され、学内教職員だけでなく、静岡県の行
政担当者や静岡大学と関係のある企業の方々の参加を得て、研究成果の報告に対し
て意見交換がなされました。

ジェンダード・イノベーション研究支援事業の成果報告会開催

春 休 み 学 童 保 育 キ ッ ズ ラ ボ

浜松キャンパスにおいて、春休み期
間中（令和４年３月２２日～４月５日）に
学童保育所キッズラボ（参加者２１名）
を実施しました。

コロナ対策を行いながら、みなさまの
ご協力のおかげで、元気いっぱいに過
ごしました。
ありがとうございました。
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男女共同参画推進室では、本学の全ての研究者がワーク・ライフ・バランスを保ちな
がら研究活動を行うための環境づくりの一環として、出産、育児、介護等により研究活
動を十分に行うことができない状況にある研究者に対し、研究支援員を配置すること
により、当該研究者を支援しています。
令和３年度は８名の教員に本制度を利用していただきました。
利用者である教員、研究支援員からの意見・感想をご紹介します。

リ ケ し ず 事 業 「 理 系 進 路 選 択 の 説 明 会 」

研 究 支 援 員 制 度 に つ い て （ 令 和 ３ 年 度 実 績 報 告 書 よ り ）

・ 大学や学部全体でますます公務が増え、そ
の一方で予算が減り続けている中で、研究支
援員制度は、育児中の人間にとってはなくては
ならないものとなっています。

・ 研究支援員が定期的に研究を支援してくだ
さることで、研究に対してモチベーションを保ち、
向上させることにつながっています。

・ 静大の制度の中で最もサポーティブな制度
であると思います。

・ 研究支援員制度には本当に助けられた。今
後も、とくに未就学児を持つ教員の支援のため、
この制度はぜひ継続してほしいと思います。

・ 静岡大学が誇るべき大変素晴らしい制度で
す。さらなる拡充に向けてできることがあれば
発言・行動したいと思います。

・ 研究者の業務は常に多忙を極めており、研
究補佐員としての業務の大切さと責任を感じる
日々でもあった。

・ 尊敬する研究者の近くで支援員として働ける
ことは、大きな喜びだった。

・ 専門分野の知識を得ることができるため、非
常に有意義な時間となっています。

・ 資料作成や計画作成、指導等する中で、自
身の研究にも繋がることが多くあり、支援をしな
がら新たな学びになった。（研究支援員になった
ことで）基本的な研究のスキルや対人関係のス
キルも昨年度と比べると非常に上がったと思い
ます。

・ 今後も研究者の支援をしていきたいと同時に、
この制度の継続を望んでいます。

理系進路選択の魅力を知るための説明会を開催します。
農学部、理学部の教員や学生、企業担当者との交流を通じて、理系選択の魅力に
触れてみませんか。

日時：令和４年８月５日(金)
場所：静岡大学農学部 農学総合棟２階大会議室
＊詳しくは大学HPの新着情報・お知らせ欄をご覧ください。
（参加予約ページは７月１５日に更新予定です）
https://www.shizuoka.ac.jp/

研究支援員制度のお申込みは、随時受け付けております。
また、毎年１２月下旬頃、翌年４月からの研究支援員の配置を一括募集しています。

利用者から 研究支援員から


